より良い外国語の授業をめざして by 島田 了
真似し、 発音の要領が少し分かったら、 恥ずかし
がらずに自分で発音をして先生や先輩に聞いても
らい、 直しても ら う こ とが外国語を勉強する近道
である。 （私の学生時代、 テープレコーターは、高
嶺の花であ った。 外国語大学は恵まれたほうで、
各ク ラ スに音質のあま り良 く ないテープレ コー
ターが一台置かれ、 学生たちは毎日それを囲んで
授業用のテープを聞いていた。 今は中国の学生に
しても、 日本の学生にしても、 テープレ コーター
はもちろんのこ と、 いろいろな録音教材がた く さ
んあ り、 本当に幸せである。）
「聞く 」 と 「話す」 練習をする こ とは学生の語学
センスをみがく のに一番重要である。 聞く こ とは
話すこ との基礎であ り、 よ く聞いてこそ、 初めて
よ く話せる。 聞く こ とはただ大脳の聴覚を機械的
に刺激するだけではな く、 耳で音を聞く こ とを通
して、話された内容に対する理解、記憶、分析、判
断など脳を働かせる こ とが含まれている。 聞き取
る速度および正確さには人の理解力と知識の広さ
が反映される。 だから、 私は外国語を教育するに





て、 夕食後、 授業の内容を復習してから、 ク ラス
メー ト と日本語で会話の練習をした。 相手のミ ス
に気が付いたら、 お互いに直しあ う。 このよ う に
して会話を進めてい く 。 塵も積もれば山となる。
こ う したこ とが私の外国語の学習法であ り、 みな
さんのご参考になれば幸いである。
学生の皆さんはも う ご存知でし ょ うか、 愛知大
学は 2001年度から 「FD活動」 を全学で始めていま
す。 「FD活動」 とは、 「大学の学部教員の教育およ
び研究を開発・発展させるための活動」 ですが、 な
かでも も っ と も重要と思われる ものが、 学生に
と っていかに魅力的なそして役に立つ講義をする
かとい う こ とです。
それと平行して名古屋語学教育研究室でも、 外
国語を担当する教員の間で情報の交換をお こ な
い、 よ り よい語学の授業を目指してい く こ とにな
り ま した。 その第 1回目の集ま りが 6月 22日にあ
り、 そこで活発な意見の交換がおこなわれました
ので、 その結果を簡単に報告したいと思います。
やは り ほとんどの教員が指摘したのは 1 ク ラス
の人数の問題でした。 法学部 ・ 経営学部対象の大
人数の授業では個人個人の指導がなかなか出来な
い、 学生との距離が縮まらないといった声が圧倒
的でした。 ク ラスの人数は、 現在準備中の新しい
カ リキュ ラムの導入などによ り改善を図るよ う努
力していますが、 現在の条件のも とですぐにでき
る有効な方法と して、 座席を指定する こ とによ っ
て学生一人一人の名前を把握するよ う にする、 ま
た必ず一人一回はあてるなど、 授業に参加してい
る とい う自覚が持てるよ う に指名の方法を工夫し
ている等の報告があ り ま した。
学生の声が小さいので発音の指導が難しいとい
う悩みに対して、 グループ学習をさせて、 ク ラス
の他の学生との人間関係を作らせる こ とによ って
対応しているとい う報告もあ り ま した。 その他各






とができま した。 せっか く のこ う した工夫が一人
のものに終わらないよ う に、 互いに成果を利用し
あえるよ う に、 情報の交換の大切さ を確認して、





接結びつ く ものではない、 内容に関する工夫がよ
り問題なのだとい う指摘があ り ま した。
その他留学生向けの日本語を担当する先生から
は、 留学生と日本人学生との交流の機会が少ない










英語の ‘town’ と ‘city’ の違いは何か。 多くの
人は ‘town’ が 「普通の町」 で ‘city’ が 「大都市」
と考えるであろ う。 結果的にこれでほぼ正解であ
る。 前者に 「町」、 後者に 「街」 とい う漢字を当て
はめて考える人も多い。 「町」 の原義は 「田圃の中
の畦道」 だから この字は何とな く牧歌的な地方都
市の風景を連想させるし、 「街」 は元来 「道が交わ
る場所」 すなわち 「十字路」 を意味していて、 そ
うなる と主要道路が交わる と こ ろには必ず主要都
市がある こ とから もわかるよ う に、 「街」 が意味す
るのはそれな り に大きな都市なのである。
しかしながら 「犬」 と ‘dog’ が必ずし も等号で
結ばれる とは限らないよ う に、 ‘town' と 「町」、
‘city’ と 「街」 が完全に対応する とい うわけでも
ない。 話は逸れるがなぜ 「犬」 と ‘dog’ が同じで
ないのかと言えば、 「犬」 とい う漢字から普通の日
本人は、 あるいは少なく とも私は、柴犬、秋田犬、
も し く は雑種の和犬を思い浮かべる 。 一方で
‘dog’ とい う英語が通常英語圏の人の心に喚起す
るものはまずこれらの種類の 「犬」 ではない。 因
みに私は ‘dog’ とい う とまずボーダーコ リーをイ
メージする。
そのよ うなわけで、 ‘town’ と 「町」、 ‘city’ と
「街」 もまたそれく らい異なる場合があるのだ。 詳
し く知りたければ辞書を 「読む」 のがよい。 『ジー
ニアス英和辞典 （第二版）』 （大修館） によれば
‘town’ は 「1. 町 （villageよ り大き く cityよ り小さ
い）。 2. ［通例 the～］ （田舎に対して） 都会、 町な
か。 3. ［通例無冠詞で］ （地域の中心となっている）
都市。 4. ［the～;集合的に ;単数・複数扱い］ 町民、
市民 ;大学町の住民。 5. （（米）） 群区。 6. （（英）） 定
期的に市 （いち） が開かれる所。 7. ペンギン ［プ
レーリー ド ッグ］ の巣が多い所。」 である （例文、
補足説明は省略したが、 本当はこ う い う と こ ろも
読むとよい）。 なぜペンギン とプレイ リー ド ッグ
なのかは大いに気になる と こ ろだが、 それはと も
か く 1. の定義に も関わらず ‘town’ が意外に も
「街」 のニュアンスを含んでいる こ とがわかった。
そう いえばポール ・ マッ カー トニーの曲に 「ロン
ド ン ・ タウン」 とい うのがある。
一方 ‘city’ はといえば、 同じ く 『ジーニアス』
によれば 「1. （田舎に対して） 都市、 都会。 2. （行
政上の正式の） 市 （（米国では州の認可を受けた自
治体で county の中の一単位。 通例 town よ り大き
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